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2005
9

容器包装リサイクル制度の見直しについて

10

CSRの基盤となるコンプライアンスの強化
～企業内不正リスクへの具体策～

11
地球温暖化対策推進大綱の評価・見直しに関する中間取
りまとめについて

ＣＳＲ（企業の社会的責任）研究会
「企業倫理遵守に関する行動基準」の浸透・定着活動

10

11

12

3

4

6
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2 企業価値向上のためのＣＳＲ議論の動向について

プラスチックリサイクルの現状と課題について

環境会計ガイドライン　2005年版のご紹介
～2005年版の環境会計の活用に際して～

環境会計情報の開示とマネジメント
～環境省ガイドライン２００５年版の影響～

中国におけるリサイクルの状況
～日本の環境ビジネス発展の可能性～

ＣＳＲとコンプライアンス
～企業の取り組みと苦悩～

エコリーフ環境ラベルとその現状
～消費者と企業の環境コミュニケーション～

開催年月

胡錦涛新指導部の内外政策と日中関係
～日中共同取組みによる環境問題への新たな可能性～

ＣＳＲ経営のための自己診断ツール
～富士ゼロックスの実践～

経済同友会「市場の進化」はどこまで現実のものとなった
のか
～「自己評価シート」の改定と実践活動を踏まえて考える
～

1

日本環境倶楽部　環境セミナー・講演　実績（１９９８～２００５）
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(社)経済同友会　企画部　マネージャー

2004

2003

アサヒビールの環境経営
　～環境コミュニケーションを中心に～

1

1 アラブ人の心（イラク問題の背景など）

11

松下電器グループの環境経営
～あかり安心サービス・モノを売らない商売～

12

3

2
企業の社会的責任（CSR）の高まり
　～２００４年CSRの本格的始動に向けて～

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の改正
平成15年及び平成16年改正について

4

6 CSRの実践はどうなっていくか

・モバイル・コミュニケーション・ファンドの取り組み

7 大成建設における環境ビジネスの展開

ＮＴＴドコモ北海道の環境満足経営の取り組み

8 環境会計の実践

9 エネルギー需給見通しと温暖化政策

10

10

「市場の進化」と社会的責任経営
～経済同友会が提唱する「企業評価基準」がめざすもの～

東京都の環境政策
～ディーゼル車の排ガス対策について～
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2003

リサイクルをめぐる法制度の動向9

地方発日本の構造改革とＮＰＯの役割
～環境ビジネスの民営化～

10
社内環境保護活動/リスクマネージメントの推進～ＮＴＴ
データの取り組み～

12
環境格付け/環境経営学会の取り組みと排出量取引の展
開（CDM事業）

7

環境会計データの内部管理有効利用と外部公表の仕方に
ついて

排出権取引の実務
～温室効果ガスを削減する仕組みと手続き～

環境会計
～マテリアルフローコスト会計を中心に～

1

9

土壌汚染対策法とリスクコミュニケーション

企業の社会的責任　～CSRについて～

中国と日中関係

6

7

8

4

5

2

3

食のトレーサビリティーと第三者認証

環境グローバリゼーションを生き抜く経営手法
～化学物質管理・有害物質規制を中心に～

環境経営戦略としての環境パートナーシップ
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2002

2001

4
法律変化と環境ビジネス
～環境ビジネス・ソリューション～

循環型社会白書について

環境会計ガイドライン2002年版の解説

環境白書

6
諫早湾干拓事業とアラル海の悲劇
～開拓事業と環境問題～

エネルギーと環境
～水素エネルギーを中心として～

7 ソニーの環境経営と業績評価

9 温暖化防止政策と政府の取組み

10

3 グリーン調達によるサステナブル社会の構築に向けて

4 省エネルギーとESCO事業

5 土壌汚染と企業リスク

リコーの環境経営
～ツールとしての環境会計～

2 ドイツでは環境ビジネスが雇用を創出しているか

3

環境省ガイドラインの新しい動向

11

富士ゼロックスの環境経営
～環境テクノロジーは儲かるか～

ＩＴが環境改善を進める
～ＮＥＣの環境経営の推進～

5

1
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磯野　隆義氏

沖エンジニアリング㈱環境調査部化学分析

柿澤　弘治氏

衆議院議員　元外務大臣

間宮　陸雄氏

（財）クリーンジャパンセンター　参与　業務部長

安藤　眞氏

㈱オフィスメイ　エコビジネスネットワーク代表

恒松　直幸氏

㈱NTTデータシステム科学研究所　主幹研究員

皆川　美郷氏

富士写真フィルム㈱環境製品安全推進部長

丹治　信広氏

日本経済新聞編集局産業部　次長

市川　定夫先生

埼玉大学　理学部教授

名取　一雄氏

東京電力㈱エネルギー・環境研究所次世代エネル
ギーグループ　マネージャー

川上　毅氏

環境庁　長官官房総務課　課長補佐

古賀　剛志氏

富士通㈱環境技術推進センターセンター長

角田　大定氏

ドイツ環境テクノロジー　所長

筑紫　みずえ氏

㈱グッドバンカー代表取締役

諸富　徹先生

横浜国立大学経済学部助教授

佐藤　博之氏 グリーン購入が市場を変える

グリーン購入ネットワーク事務局 ～グリーン購入・調達～

吉川　透氏

映像作家

神田　憲二氏 森のリサイクル

王子製紙㈱　海外植林部長 ～王子製紙の海外植林～

井上壽枝氏

中央監査法人、公認会計士

竹林　征雄氏

㈱荏原製作所　ゼロエミッション事業副統括理事

2001

1999

2000

いのち輝く森
～森には生命の音が存在する～

11 環境税とは何か？

環境が銀行の投融資戦略を変える
～エコファンドと株式市場～

循環型社会に向けて
～ゼロエミッションへの取り組み～

7 環境報告書と環境会計

経営戦略と環境経営
～動き出した環境経営～富士通～

新しいエネルギー及び分散型電源の最近の動向と将来展
望について

4

5 原子力からバイオテクノロジーまで

6

9

10

12

10 環境ビジネスの市場分析と将来的展望

11 廃棄物をめぐる最近の動向

8 ＩＴ革命は環境経営のどの場面で役立つか？

2

3 政府における循環型社会実現に向けた取り組み

6 環境経営度調査とは何か？

7 富士フィルムの省資源設計

2 シックハウス問題とシックファクトリー

ドイツ環境ビジネスから日本が学べること1

環境における政治の役割1

2000
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中島　信顕氏

㈱住重環境分析センター

後藤　敏彦氏

滋賀県立大学講師　京都学園大学講師　環境監査
研究会代表幹事

熊野　英介氏

㈱アミタ　代表取締役

藤田　史郎氏

㈱ＮＴＴデータ　代表取締役

廣川　一男氏

廣川産業技術研究所　所長

藤原　邦久氏

菱明技研㈱　代表取締役社長

藤森　敬三氏

日本電気環境エンジニアリング㈱代表取締役

藤原　仁志氏

㈱オイコス　代表取締役

1999

1998

環境コミュニケーション9

環境ホルモン
～欧州視察報告～

ＩＳＯ１４００１認証取得の実際11

10

ダイオキシンと廃棄物5

経費削減と産業廃棄物のリサイクル3

4 環境リスクとリスクマネジメント

夢の多い環境ビジネスの現状と動向1

環境問題に情報通信はどんな役割を果たすのか2
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